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私立認定こども園等における障害児の受入支援の充実に関する提言 

 

障害児保育の実施状況は全国的に増加傾向にあり、認定こども園等において

は、１人ひとりのニーズにきめ細やかに対応できるよう一層の体制の充実が求

められている。 

特に、国の基準では障害者２人に対し１人の保育士等の配置が標準とされて

いるが、実際は障害児１人に対し１人の保育士等の配置が必要な場合も多い。

コロナ禍にあっても保育士等の献身的な取組により障害児を受け入れており、

体制の充実を怠ると、今後の保育人材等確保全体にも影響を及ぼす可能性があ

る。 

こうした中、障害児を受け入れる私立認定こども園等に対する国庫補助制度

(※)については、対象児童の保育認定の状況によって、活用する補助制度が異

なるケースがあるなど、わかりにくい体系となっている。また、補助単価が実

際に必要な人件費と比較して低いため、その差が園の負担となっている。 

国においては障害児を含む全ての児童の安全を確保し、質の高い保育・教育

活動を支えられるよう、次の取組を実施すること。 

 

１ 私立認定こども園等における障害児の受入支援については、国庫補助制度

の在り方も含め、関係省庁の縦割りを廃し、利用者目線での施策充実を推進

すること。 

 

２ 障害児を受け入れる私立認定こども園等を一層支援するため、既存の国庫

補助制度においては受入障害児が１人であっても補助対象とすること。併せ

て、身分の安定した常勤職員を配置できるような補助単価に引き上げるとと

もに、それに伴い地方の負担が増えないように国の補助割合を引き上げるな

ど、更なる財政支援の充実を図ること。 

 

---------------------------------------------------------------------- 

※ 私学助成（幼稚園等特別支援教育経費） 

子ども・子育て支援交付金（多様な事業者の参入促進･能力活用事業） 
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